
（公表様式） №２８

（財）山梨県体育協会 所管課 都市計画課

指定管理者が行う業務

Ｈ１９年度実績（人） Ｈ２０年度計画（人） Ｈ２０年度実績（人） Ｈ２１年度目標（人）

公園利用者数 225,701 226,000 279,650 280,000
123,462 124,000 125,845 126,000
(150,957) (151,000) (162,035) (162,100)

Ｈ２０年度計画額（円） Ｈ２０年度実績額（円） 差額（計画額-実績額）（円） Ｈ２１年度計画額（円）

利用料金収入 10,018,000 11,404,000 -1,386,000 10,486,000

指定管理料 78,188,000 78,188,000 0 77,203,000

その他収入 1,480,000 4,959,000 -3,479,000 1,809,000

計 89,686,000 94,551,000 -4,865,000 89,498,000

89,686,000 94,551,000 -4,865,000 89,498,000

0 0 0

施設の使命・役割（運営目標）

①以下にあげる都市公園としての機能を発揮すること。
　・遊び、憩いの場を提供すること
　・防災拠点としての機能を発揮すること
　・良好な緑地景観、環境を提供すること
②スポーツの場を提供すること
③主催事業の実施を通じて、スポーツに親しむ機会を提供すること

運営業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

多くの方々に親しまれる憩いの場として、また郡内地域で最も充
実したスポーツ施設としての機能が活用できるよう努力した。
富士山がバックに見える景観豊かな陸上競技場等屋外施設は、
適切な運営管理を行ったことで、好評価をいただいた。
引き続き多くの方々に親しまれる公園を目指し諸事業に取り組ん
で行く。

適切な運営が行われていると評価できる。
施設利用の促進に向けて、積極的な広報活動が行われるととも
に、イベントが開催された。
今後も積極的な広報活動・イベント等の開催を行うよう求めた。
また、ボランティアの活用を行っていくよう期待する。

維持管理業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容
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指定管理者の自己評価

事業計画書どおりの事業を実施した。
自動販売機の設置により飲料の提供を実施するなど、来園者の
サービス向上に努めた。
スポーツ教室やスポーツクラブとの連携事業の実施により、県民
の皆様にスポーツへの参加の機会を提供できたものと考える。

スポーツ振興に関する事業や販売・貸出業務だけでなく、公園を
利用した催しの企画・実施を行うこと。

満足度

全体的に良好な満足度を得ていると評価できる。利用者のニーズ
を十分に把握した上で利用者からの要望の実現に向けて努力す
ること。

評価

差し引き（収入ー支出）

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

①　施設・備品の管理運営業務
②　スポーツ振興業務
③　施設（緑地を含む）・設備の維持管理業務
④　県が実施する大会等への協力
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有料施設利用者
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「Ｍｔ．富士ヒルクライム」や「２４時間リレーマラソンin北麓」等、毎
年全国から多くの参加が集うイベントが実施される一方、憩いの
場としても、県内外からの学校遠足での来園及び園内散策者が
増加傾向にある。また、広報活動の成果によりファミリースポーツ
フェスティバルの参加者は前年の約２倍であった。

公園利用者数及び、有料施設の利用者数は増加しており評価で
きる。
公園を利用した催しの企画・実施を行うことにより、引き続き利用
者の増加に努めること。

概ね、業務計画書通りの管理が出来た。
施設の老朽化に伴い劣化及び不具合箇所の早期発見に努め、
環境の整ったスポーツ施設として維持していくために、施設の保
守・点検管理や植栽管理等を計画のとおり実施することにより、
利用者へ安全で快適な環境を提供できたと考えられる。
利用者満足度調査で好評価を得ることができた。

全体的に、適切な維持管理が行われている。
施設の供用開始から２０年以上が経過しており、各所が老朽化し
ているため、不具合箇所の早期の発見及び修繕に努め、適切な
維持管理を行うこと。

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）結果（平成 ２０年度事業分）

富士北麓公園

平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日

施設名

指定管理者

指定期間

園内は、清潔に保たれており、施設の安全管理や災害時の備えが適切に行われていた。
また、公園の主な目的であるスポーツ振興業務、スポーツ講習会開催業務も計画的に行われており、管理運営は効果的・効率的で
あった。
今後も、管理・運営の質の向上に努め、さらに公園を利用した催しの企画・誘致を行い、利用者増に努めること。

支出

収入

施設所管課の評価
指定管理者の広報等の努力により、有料公園施設の利用料金収
入が増加している。一方、支出は燃料価格の影響により、増加し
ている。
利用料金については、施設を更に有効活用し増加させ、日々経費
を節約するよう指導した。

総合的な評価及び改善事項

施設の運営目標の達成状況

昨年度と同様に利用時間の延長及び無休営業の実施等や、環境の整ったスポーツ施設として、利用者に安全で快適な環境が提供し
たことにより、利用収入及び利用人数は増加したため、目標を達成できた。これは、利用者ニーズに合った施設管理が評価されたも
のと考える。スポーツ振興事業においては各スポーツ教室やイベントの開催によりスポーツへの関心を高めるとともに参加の機会を
提供したものと考える。防災面に関しては災害時の対応について職員研修・訓練を実施し、職場全体で防災意識の向上に努めた。

広報や自主事業に取り組んだ結果、利用者、収入ともに増となっ
た。特に利用料金収入は提案額を大幅に上回った。
支出については、燃料価格の高騰の影響等により増となったが、
適正な管理を実施する中で経費の削減に努めた。
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自主事業の評価

評価

利用者の声

○総合的な満足度＝満足/全体＝８２％
良好な緑地景観、環境を提供すること　満足７０％、普通３０％、
不満足０％
遊び、憩いの場を提供すること　満足５５％、普通４５％、不満足
０％
主催事業を通じて、スポーツに親しむ機会を提供すること　満足９
６％、普通１％、不満足３％
サービスの提供（広報、利用、接客、案内等）　満足６２％、普通３
８％、不満足０％
サービスの提供（有料公園施設等の運営）　満足９９％、普通
０％、不満足１％
イベント　満足９５％、普通５％、不満足０％
教室　満足９６％、普通０％、不満足４％

森林浴が出来てよかった。
きれいになっている。
緑が多くて清々しい。
いつも丁寧に応対してもらいありがとうございます。
売店・コンビニが欲しい。
託児所があればいい。
等

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

約８０％の方から満足との評価をいただいた。今後もこの評価を
向上させるよう各項目において最大限の取り組みを行っていく。
個別要望の内、施設改善については、県との協議のなかで進め
ていきたい。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容


